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Abstract

Previous studies on sports volunteering have attempted to understand motivations for participation and 
perceptions of the activities. However, there are many different definitions of sports volunteering, and in this 
study, it was defined as activities that support projects carried out by sports organizations. The purpose of this 
study was to clarify how the image of the activities changes through comprehensive club projects for high 
school students who participate as part of an inquiry subject and university students who participate as part of 
a university class. The results of this study revealed that the change in the image of the activities leads to an 
increase in volunteer spirit regardless of the type of school. In addition, it was suggested that those who do not 
belong to a club activity have a greater increase in volunteer spirit. Although this study is the result of a single 
activity in a comprehensive club project, high school students and university students have begun to image the 
activities as more positive by participating in the same environment. In the future, it will be necessary to explore 
how high school-university collaboration can be achieved.
キーワード：総合型地域スポーツクラブ，スポーツボランティア，高大連携，第三の居場所
Key Word: community sports club, sport volunteer, university-high school collaboration, third place

1. 問題・目的　
　運動・スポーツを「する」「みる」「支える」といった
スポーツ参画人口の拡大が掲げられている（文部科学省，
2022）。特に運動・スポーツ活動を「支える」活動は，運動・
スポーツを「する」「みる」活動を推進していくうえで
重要である。例えば，スポーツ指導や地域スポーツクラ
ブの運営など多様な活動内容がある。これらの活動は，
スポーツボランティア活動として，多く取り組まれてき
ている。「支える」活動を担うスポーツボランティア活
動の普及は重要な課題であり，地域や日常生活規模のス
ポーツ活動を支える者は，地域スポーツ環境の維持のた
めに不可欠な存在である。
　これまでスポーツボランティア活動への参加動機に関
する研究（小玉ほか，2016）や活動に対するイメージ注 1

を把握しようとしたものがみられる（清宮ほか，2020）。
これらの背景には，スポーツボランティア活動に対して
意欲の低い者が参加している実態を鑑み，どのような参

加者が活動を行っているのかについて明らかにしようと
したためである。さらに，スポーツボランティア活動は，
部活動・サークル等へ所属している者の方が所属してい
ない者より活動に意欲的であり（清宮，2021），ボランティ
ア活動の継続は，組織への帰属意識が高いほど積極的で
あることが述べられている（安藤・広瀬，1999）。さら
に女性の方が男性よりボランティア活動に対してポジ
ティブな感情を抱く可能性が指摘されている（清宮ほか，
2021）。活動を通じて，スポーツボランティア活動に対
するイメージを把握していくうえで，部活動等の所属状
況や性別から活動に対するイメージを把握していくこと
は重要だろう。一方で，スポーツボランティアの定義と
活動実態の乖離が報告されており，これはスポーツボラ
ンティアが広義に捉えられ，経験的な現実とのずれが生
じているためである（元嶋・杉山，2022）。スポーツボ
ランティアに対するイメージは，調査対象者のイメージ
に委ねられることが推測されることから，活動形態や具
体的な活動内容を把握する必要性が問われている（元嶋・
杉山，2022）。本研究では，総合型地域スポーツクラブ注

2（以下，「総合型クラブ」と略す）の事業を活動対象に
しようとしている注 3。対象とする事業は，総合クラブが
主催している事業であるものの，自治体のお祭りやクラ
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ブ内の交流会，体験会など，事業内容がスポーツ活動に
留まっていない。さらに，活動としての主な内容が事業
の運営に携わる業務が多く（例えば，ブース運営やグルー
プ活動のファシリテーターなど），必ずしも自分自身が
スポーツ指導を行うことやスポーツ技能を発揮する活動
に携わっていない。また，調査対象者は高校での探求科
目の一環として活動を選択し参加する高校生と大学の授
業を履修し参加する大学生である。清宮・依田（2021）
は，利己的なイメージが参加意欲に影響を与えることか
らスポーツボランティアを学習の場として位置づけ，「無
償労働」という考え方をマネジメントする必要性を提案
している。本研究が対象とする調査者の活動理由は，ま
さに学習の場としての位置づけられるものであり，「無
償労働」という考え方をマネジメントするうえでの知見
を収集するものとなるだろう。そこで本研究では，調査
対象者がいずれも授業の一環であることから，「スポー
ツをささえる」（文部科学省，2022）活動として，スポー
ツボランティアの概念を広義に捉え，総合型クラブ事業
を支援する活動と定義することとした。
　本研究が対象とする高校生と大学生の総合的クラブ事
業への参画理由は，先述したように総合的な探求の時間
の一環及び大学の授業となっている。現在，大学ではサー
ビス・ラーニングをはじめとした教育プログラムが導
入され始めていることや高校においても高等学校学習指
導要領の改訂に伴い，探求科目が新設され，主体的・対
話的な学びを充実させていくことが目指されている。こ
れらの背景は，中等教育及び高等教育において，社会で
通用する力を有する人材育成が求められていることにあ
る。しかし，中等教育において，探求科目の低調状況が
課題とされ，指導体制の構築の難しさなどが指摘されて
いる（高須，2023）。こうした中，学士課程教育の構築
の改革として，高大連携（中央教育審議会，2008）にお
ける取り組みの 1つとして大学生が探求科目での活動に
参加し，学習支援を行う事例が報告されている（根津，
2016；醍醐，2021）。高大連携の考え方は，高校卒業後
の大学進学が想定されており，大学側では高等教育の専
門性を活かし，高校生に大学への興味関心を得てもらう
機会にもなっている（川合，2018）。一方で，その実践
は個別の大学・高校に一任されている状況がある。高大
連携による活動を通じた学習での課題発見やその活動の
ファシリテーションを担うことの難しさが指摘され，十
分な事前準備や中・長期的な活動が必要であることが述
べられている（藤野・石川，2018）。
　このような現状からも，本研究において，総合型クラ
ブ事業での活動を通じ，高校生と大学生が同環境下での

活動に対して，どのようなイメージを持つようになって
いるのかについて把握していくことは，高大連携や探
求科目を推進していくうえで必要な知見が得られるだろ
う。しかし，高校生と大学生が授業での参画かつ両者が
同じ環境下で活動する取り組みの成果を把握したものは
管見の限り，見当たらない。そこで本研究では，総合型
クラブ事業での活動を通じて，高校生及び大学生は活動
に通じて，どのようなイメージ変化があるのかについて
明らかにすることを目的とする。

2.方法
2.1. 対象者
　本調査の対象者は，A県に所在する総合型クラブの事
業にボランティア活動として参画した大学生 20名と高
校生 38名の 58名である。大学生は同県の私立大学 1校，
高校生は総合型クラブと同じ自治体にある県立高校 1校
である。また対象となっている事業は，2023年 7月か
ら 11月に実施された計 5事業であり，半日から 1日の
プログラムとなっている。各事業は，いずれも総合クラ
ブが主催である。調査は各事業の開始前と終了後に質問
紙調査を行った。参加者に対して，当日の集合時に質問
紙を直接配布し，調査に対する説明を行った後，同意を
得たうえで実施した。その際，第二次調査と照合するた
め，第一調査の質問紙の裏面に第二次調査の質問紙を設
定し，事業終了後に提出を依頼した。なお，調査を実施
するにあたり，第一著者が在籍している大学の倫理規定
に遵守した。倫理的配慮として，調査は無記名式であり，
回答が任意であることを説明した。また，データの信頼
性を担保するために，論理的に矛盾のある回答をした者
及び努力の最小限化をした者を分析対象外とした。その
結果，第一次・第二次調査ともに有効回答であった最終
的な有効回答数は大学生 18件，高校生 20件の計 38件（回
収率：66%）となった。
2.2.調査項目
2.2.1.基本的属性
　調査対象者の基本的属性を伺うため，性別，校種，学年，
部活動等の所属状況の 4項目を設定した。
2.2.2.スポーツボランティアに対するイメージ
　スポーツボランティアに対するイメージの項目は，清
宮・依田（2021）の研究で信頼性及び妥当性の確認がさ
れている 6因子 23項目である。6因子は，「ボランティ
ア精神」「ポジティブな活動」「他律参加」「スポーツ技
能の活用」「報酬」「所属先参加」で構成されている。回
答については，「全くそう思わない」から「非常にそう
思う」の 5件法で回答を求めた。
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2.3.分析方法
　本調査では清宮・依田（2021）を参照し，下位尺度 6

因子 23項目を設定した。そのデータの内的整合性を確
認するため，Cronbachのα係数を基準値を .70以上に設
定し，下位尺度ごとに Cronbachのα係数を算出すること
で内的一貫性を検討することにした。その結果，本調査
において用いた 6因子の Cronbachのα係数が第一次・第
二次調査のいずれの時点でも 0.80以上を示したことか
ら，本調査において心理尺度の内的一貫性は担保されて
いると判断し，分析を進めた（表 1）。
　次に，第一次調査から第二次調査までの調査対象者が
どのような変化をしているのかについて把握するため
に，スポーツボランティアに対するイメージ 6因子それ
ぞれを従属変数とした。続いて，校種（「大学生」「高校
生」）及び性別（「男性」「女性」），部活動等の所属状況（「部
活動」「サークル等」「所属なし」），調査時期（「第一次調査」
「第二次調査」）を独立変数とした，1要因に対応がある
2要因分散分析を行った。なお，本調査の統計有意水準
は 5%未満とし，データ分析は，IBM SPSS Statistics29を
用いた。

3.2.総合型クラブ事業を通じたスポーツボランティアに
対するイメージ変化
　総合型クラブ事業へボランティア活動として参画した
対象者の変化を把握するために，まず大学生と高校生と
いう校種からスポーツボランティアに対するイメージの
変化に差異があるのかについて検討していく。その結果，
6因子に交互作用は認められず，「ボランティア精神」に
おいて，調査時期に主効果が認められた（F(1,36) = 9.00，
p < .05）。この結果から，時間経過に伴い「ボランティア
精神」が向上しており，両群の間でその向上度に違いは
なかったと考えられる。従って，本研究が対象とする事
業での活動を通じて，スポーツボランティアに対するイ
メージの変化は大学生と高校生という校種によって違い
が生じない結果であることが明らかとなった。
　次に校種による違いが見られないため，基本的属性の
違いに着目し，「性別」を独立変数として検討していく。
その結果，6因子に交互作用は認められず，「ボランティ
ア精神」（F(1,36) = 12.07，p < .05）及び「ポジティブな
活動」（F(1,36) = 5.11，p < .05）において調査時期に主効
果が認められた。この結果から，時間経過に伴い「ボラ
ンティア精神」及び「ポジティブな活動」は，向上して
おり，両群の間でその向上度に違いはなかったと考えら
れる。従って，校種と同様に性別においても，イメージ
の変化に違いは生じない結果が明らかとなった。
　続いて，「部活動等の所属状況」を独立変数として検

表 1 下位尺度の信頼係数
下位尺度 項目 α /第一次 α /第二次
ボランティア精神 5 .946 .936
ポジティブな活動 6 .882 .829
他律精神 5 .914 .959
スポーツ技能の活用 3 .969 .989
報酬 2 .945 .881
所属先での参加 2 .874 .972

表 2 対象者の基本属性
項目 n %
【性別】
男性 13 34.2
女性 25 65.8
【学年】
高校 1年生 13 34.2
高校 2年生 7 18.4
大学 1年生 3 7.9
大学 2年生 9 23.7
大学 3年生 2 5.3
大学 4年生 4 10.5
【所属】
部活動 22 57.9
サークル等 8 21.1
所属なし 8 21.1

表 3 クロス集計による基本属性
校種 男性 女性
大学生 7(18.4%) 11(28.9%)
高校生 6(15.8%) 14(36.8%)

部活動 サークル等 所属なし
大学生 8(21.1%) 6(15.8%) 4(10.5%)
高校生 14(36.8%) 2(5.3%) 4(10.5%)

3.結果
3.1. 基本的属性
　表 2は調査対象者の基本的属性を示したものである。
性別は「男性」34.2%，「女性」65.8%となり，学年は「高
校 1年生」34.2%，「高校 2年生」18.4%，「大学 1年生」7.9%，
「大学 2年生」23.7%，「大学 3年生」5.3%，「大学 4年生」
10.5%であった。次に部活動等への所属状況は，「部活動」
57.9%，「サークル等」21.1%，「所属なし」21.1%であった。
なお，校種による性別及び部活動等への所属状況につい
てクロス集計を行ったところ，男性は「大学生」18.4%，「高
校生」15.8%，女性は「大学生」36.8%，「高校生」28.9%

となり，部活動は「大学生」21.1%，「高校生」36.8%，サー
クル等は「大学生」15.8%，「高校生」5.3%，所属なしは，「大
学生」10.5%，「高校生」10.5%であった（表 3）。いずれ
もχ 2検定における有意差は認められないことから，調査
対象者の基本的属性に大きな偏りはないと考えられる。
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討していく。その結果，「ボランティア精神」のみに交
互作用が認められたため（F(1,36) = 10.11，p < .05），単
純主効果の検定を行った。「部活動等の所属状況」の単
純主効果が有意であり，多重比較を行ったところ，「所
属なし」において有意であった。この結果から，「所属
なし」群は，時間経過に伴い「ボランティア精神」は向
上している結果であった。次に「ポジティブな活動」に
おいて主効果が認められた（F(1,35) = 4.19，p < .05）。そ
の結果，時間経過に伴い「ポジティブな活動」は向上し
ており，両群の間でその向上度に違いはなかったと考え
られる。従って，「部活動等の所属状況」において，何
かしらに所属している場合は，イメージの変化に違いは
生じせず，「所属なし」である大学生及び高校生は，活

動を通じて，「ポジティブな活動」が向上することが明
らかとなった。

4. 考察
　本研究では，高校生及び大学生を対象に総合型クラブ
事業での活動を通じたイメージの変化を把握しようとし
た。まず高校生と大学生の校種による差異に着目した結
果，いずれの下位尺度得点においても交互作用が認め
られなかった。調査期間において，スポーツボランティ
ア活動に対するイメージの変化は，「ボランティア精神」
が時間の経過とともに向上するものの，校種による向上
度に違いはない結果であった。清宮ほか（2021）は，大

表 4 2要因分散分析の結果

下位尺度 要因 (source) 分散分析 単純主効果df F P 偏η 2

ボランティア精神

(被験者間要因 )
校種 1 2.29 0.14 0.06
誤差 36 (20.9)
(被験者内要因 )
調査時期 1 9.00 0.00 * 0.20 1 回目 < 2 回目
調査時期×校種 1 0.30 0.59 0.01
誤差 36 (3.15)

ボランティア精神

(被験者間要因 )
性別 1 0.45 0.50 0.01
誤差 36 (9.6)
(被験者内要因 )
調査時期 1 12.07 0.00 * 0.25 1 回目 < 2 回目
調査時期×性別 1 3.00 0.09 0.08
誤差 36 (2.93)

ポジティブな活動

(被験者間要因 )
性別 1 0.19 0.66 0.01
誤差 36 (17.9)
(被験者内要因 )
調査時期 1 5.11 0.03 * 0.12 1 回目 < 2 回目
調査時期×性別 1 1.76 0.19 0.05
誤差 36 (6.2)

多重比較

ボランティア精神

(被験者間要因 )
所属 2 0.58 0.56 0.03
誤差 35 (9.7)
(被験者内要因 )
調査時期 1 23.45 0.00 * 0.40

調査時期×所属 2 10.11 0.00 * 0.37
所属なし ： 1  回
目  <   2 回目

誤差 35 (21)

ポジティブな活動

(被験者間要因 )
所属 2 0.68 0.66 0.04
誤差 35 (17.8)
(被験者内要因 )
調査時期 1 4.19 0.05 * 0.11 1 回目 < 2 回目
調査時期×所属 2 2.26 0.12 0.11
誤差 35 (5.9)

  　  † 有意差が認められた下位尺度のみを示している
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学生は学年が上がるにつれ，活動の実情を理解し，本来
的なイメージから変化したことが予測されると述べてい
る。本研究が対象とした大学生は，体育系大学に属する
学生であったため，部活動等を通じて，ボランティア活
動を経験してきた可能性が推察される。しかし，本研究
において校種による差異はみられないことから，調査対
象者の属性の特徴やこれまでの経験によって，異なる結
果を示す可能性が考えられる。 

　次に性別においても，交互作用は認められない結果で
あった。これまでボランティア活動に対するイメージは，
性別による差異が報告されている（岡鼻，2013；荒井，
2016；清宮ほか，2021など）。しかし本研究において，「ボ
ランティア精神」や「ポジティブな活動」といった活動
に対するイメージは，性別に関わらず，時間経過に伴い
向上する結果であった。さらに部活動等の所属状況によ
る差異では，「ボランティア精神」に交互作用が認められ，
「所属なし」である者は，時間経過に伴い向上すること
が明らかとなった。清宮ほか（2021）では，部活動等の
所属状況による差異がない結果であったが，スポーツボ
ランティアの活動形態によっては，「所属なし」の高校
生と大学生にとって，より社会や他者への貢献のイメー
ジである「ボランティア精神」の向上に貢献する活動と
なる結果が示唆されたと考えられる。また，「ポジティ
ブな活動」は所属状況に関わらず，時間経過に伴い向上
する結果であった。この結果が，高校生と大学生が同環
境下での活動，もしくは総合型クラブ事業であることの
影響であるかについては，本研究上で把握することがで
きない．しかし，こうした活動体制によって，校種や性別，
所属状況に関わらず，活動をよりポジティブな活動とし
て捉える可能性が示唆されたと考えられる。
　校種，性別，部活動等の所属状況による結果を踏まえ，
総合型クラブ事業に携わった高校生と大学生は，より活
動をポジティブなイメージへと変化していることが明ら
かとなった。一方で，「他律参加」や「所属先での参加」
など，ボランティア活動は，所属組織から参加する活動
というイメージや「報酬」があるイメージには，調査期
間及びその群間による差異はみられなかった。本研究の
調査対象者は，探求科目や大学の授業として参画してお
り，こうした活動は，活動内容に関わらず，所属組織か
ら参加するものというイメージが定着している可能性が
考えられる。さらに授業としての位置づけにより，単位
やその後の課題との関連から報酬の有無というよりは，
学習というイメージが影響を及ぼしていると推察され
る。さらに「スポーツ技能の活用」においても，イメー
ジの変化はみられなかった。この結果は，本研究が対象

とした総合型クラブに対する認識が影響を及ぼしている
可能性が推察される。対象クラブは，スポーツ活動を行
うというスポーツクラブの認識だけでなく，子育て支援
から地域活性化に関わる取り組みなど，まちづくりとし
ての機能を果たす多種多様な認識が形成されている可能
性がある。調査対象者が取り組んだ内容がスポーツ活動
やその技能を求められる活動ではなかったことから，調
査対象者は活動前から，スポーツ活動に関わらない活動
があり得る状況を想定していた可能性が考えられ，その
イメージが影響したとも考えられるだろう。

5. 結論
　本研究では，総合型クラブ事業で活動した高校生及び
大学生のボランティア活動に対するイメージ変化につい
て検討した。その結果，校種に関わらず，「ボランティ
ア精神」は向上する結果であった。また，性別による
差異はみられず，部活動等の所属状況では，「所属なし」
は，「ボランティア精神」が時間の経過とともに向上す
る結果が示唆された。この点は，部活動等の所属状況に
よる違いがなかった清宮ほか（2021）の研究と対比して
いる。活動前後のイメージ変化を把握することによって，
一時的である可能性は否めないが，活動に対してよりポ
ジティブなイメージを得るようになる結果であった。ま
た調査対象者である高校生は，学校が設定した探求科目
として，地域活動に参画し課題発見する導入の位置づけ
としての参加である。さらに大学生は，サービス・ラー
ニングや授業として位置づけられての参加である。いず
れにしても，この総合型クラブ事業でのボランティア活
動を終えれば，活動が終わりではなく，高校や大学にお
いて，学習としての成果をまとめる活動が行われている。
本研究において，高校生と大学生が同環境下での活動を
行ったことによる直接的な影響かは判断できない。しか
し，当該活動の活動者の「ボランティア精神」や「ポジティ
ブな活動」イメージが向上している結果から，少なくと
も同条件下の活動において，ポジティブなイメージ変化
が生じる可能性が考えられる。清宮ほか（2021）によれ
ば，スポーツボランティア活動を社会貢献できるものや
将来の仕事に活動できる力が身に付くものであるという
イメージは，活動への参加意欲を向上させると述べてい
る。活動を通じて，ポジティブな評価をするようになる
ことは，探求科目などに対する参加意欲や学習意欲の向
上に繋がることが推察される。さらに，地域課題解決へ
の取り組みや社会貢献活動に対するイメージにも影響す
る可能性があるだろう。本研究の結果から，高校生と大
学生が同環境下で活動する体制は，学習意欲や参加意欲
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を向上させる取り組みになり得る重要な知見が得られた
と考えられる。
　また，これまで総合型クラブによる地域課題の解決が
求められている（文部科学省，2022）。総合型クラブで
の活動を通じて，変化したイメージがポジティブである
結果は，地域の拠点であることが求められるクラブへの
ポジティブなイメージとしても解釈することも可能であ
ろう。高校生や大学生の学習の場としての機能をもつこ
とにより，より多くの地域住民にとって，地域の拠点と
なることにつながるのではないだろうか。今後も，より
詳細な成果の把握をしていくことが必要であろう。
　最後に，本研究の調査期間は，活動前後と短期間であ
ることや，その活動内容が統一性のあるものではない。
そのため，調査対象者のイメージ変化は，一過性のもの
なのか，もしくは，活動内容によって異なるのかについ
ては課題が残る。さらに，高大連携の実態が各学校単位
である状況からも，今後は，エスノグラフィーや活動者
の語りなどから，具体的な事例に着目し，その成果を把
握していくことも求められる。

注 1　本研究で用いる「イメージ」は，スポーツボランティ
ア活動に対しての印象や活動をどのように考えているの
かといった当人が持つスポーツボランティア活動への認
識を指している。調査結果から，調査対象者の「イメー
ジ」の変化を捉えることで，本研究における活動によっ
て，どのような成果が得られるのかを把握できると予測
する。
注 2　総合型クラブは，地域住民が主体的・自主的に運
営をする地域スポーツを担うクラブである。特徴として，
種目の多様性，世代や年齢の多様性，志向の多様性の 3

つの多様性をもち，さらに，多様な活動や人々が集う活
動拠点となるクラブハウスを有することが挙げられてい
る。これまでの日本における中心的な地域スポーツクラ
ブは，単一種目・同質集団型小規模クラブの形態であり，
自然消滅や活動廃止の状況に陥りやすいという脆弱性を
もち，その寿命は短いと報告されている（清水，2017）。
現在，推進される地域展開（スポーツ庁，2024）の受け
皿となることが期待されており，全国に 3500以上の総
合型クラブが設立されている（スポーツ庁，2021）。
注 3　対象の総合型クラブは，設立してから 20年を経過
し，約 900人の会員がおり（調査時），子どもと大人の
会員数がほぼ同数という特徴をもつ。さらに子育て支援
や地域づくりに関わる組織を自組織内に保有しており，
スポーツ関連組織以外とのパートナーシップ体制が構築
されている。また指定管理者として，スポーツ施設以外

にも公園なども保有しており，スポーツ活動以外の事業
を多く展開している。まちづくりとしての機能を果たし
ている総合型クラブといえるだろう。
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